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要約　中学生になると，定期テストが実施されるようになり，否応なしに他者との比較を意識させられるようにな

る。他者と比較をした際，それをどのように感じ受け止めるのかによって，その後の学習行動は左右され，学

習意欲や学業成績に及ぼす影響も異なってくると考えられる。そこで本研究では，中学校入学直後の１年生を

対象とし，友人との比較場面におかれた際に抱く感情にはどのようなものがあるのか，社会的比較感情の個人

差を測定することのできる尺度を作成することを目的とした。その結果，社会的比較における感情には，自己

防衛的・自己卑下的原因帰属や下方比較における他者配慮といった，先行研究では挙げられていなかった感情

があることが示唆された。また，上方比較，下方比較どちらにおいても，ポジティブな感情とネガティブな感

情があることが明らかとなった。
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はじめに

Festinger  (1954) は，人には自分のもつ意見や能

力を評価しようとする動因があり，物理的・客観的手

段を用いることができないときに，他者との比較を通

して自己を評価することを指摘した。これを社会的比

較過程理論という。社会的比較過程理論によれば，社

会的比較には，自分と類似した他者との比較だけでな

く，自分よりも劣った他者と比較を行う下方比較と，

自分より優れた他者と比較を行う上方比較があるとさ

れる。下方比較は，自分よりも劣った他者と比較する

ことにより，自分自身の自己評価が高められる。一

方，上方比較は，自分より優れた他者と比較すること

により，自分自身をより向上させられると考えられて

いる。

教育現場における社会的比較の調査によると，他者

と何らかの比較を行っている人は６割を超えており

(外山, 1999), さらに比較の対象は，学業成績が最

も高い値を占めていることが示されている( 外山，

1999 ； 外山・伊藤, 2001) 。このことから，児童生徒

は学業成績について他者との比較に対し，強い関心を

もっていることがうかがわれる。本研究では，その中

でも中学１年生を研究の対象とし検討していく。その

理由として，社会的比較の頻度は児童期から青年期に

かけて多く見られると示されていることが挙げられる

(高田1999) 。また，中学生になると，定期テスト

が実施されるようになることに伴い，強制的に比較の

場面におかれ，否応なしに他者との比較を意識させら

れることになる。そのように他者との比較が意識され

やすくなる中学生のなかでも，中学１年生は今までそ

れほど友人との比較を行ってこなかったために，最も

他者との比較の影響を受けやすいと考えられる。例え

ば, Benesse 教育研究開発センターの調査(2004) に

よると，中学１年生は，学習面においての変化が著し

く，学習に対する否定的意識が増大し，学習意欲の低

下，学習目的の喪失，学習方法がわからないなど学習

に対する悩みの増大がみられることが明らかにされて

いる。これらのことから，中学１年生の段階は，学習

にとっての大きなターニングポイントになると考えら

れる。学習面での意欲の低下をどう食い止めるかが大

きな課題となっているといえよう。

さらに他者との比較による影響というものは一様で

はなく，比較をした際に，それをどのように感じ受け

止めるかによって，その後の学習行動は左右され，学

習意欲や学業成績に及ぼす影響も異なってくると考え

られる。外山(1999) は，上方比較の結果，意欲や友

達への憧れというポジティブな感情を抱く者や，自己

向上の努力というポジティブな行動につながる者がい

る一方，友だちへの嫉妬や劣等感というネガティブな

感情を抱く者や，努力の放棄や友だちへの攻撃という

ネガティブな行動につながる者がいることを示した。

また外山（2009）は，上方比較をした際に　もっとが
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んばろうといったポジティブな感情を抱き，学習に対

して努力すると学業成績は向上するが，落ち込んだり

相手に腹が立ったりといったネガティブな感情を抱

き，学習を回避すると学業成績が低下することを示し

た。これらの研究から，同じ友人との比較であって

も，そこで喚起される感情の違いによって，その後の

学習行動が左右され，学習意欲や学業成績にも異なっ

た影響を示すことが示唆される。このことから，中学

１年生において，他者との比較が学習意欲や学業成績

に及ぼす影響を検討する際には，比較の方向性（上方

比較か下方比較か）だけでなく，比較の際にどのよう

な感情を抱きやすいのかという感情の個人差について

も検討する必要があると考えられる。しかしながら，

先行研究においては，上方比較のみの感情を扱ってお

り，下方比較については十分な検討が行われていな

い。そこで本研究では，下方比較をも含めた社会的比

較感情について包括的に検討することとする。

本研究の目的は，中学校入学直後の１年生を対象と

し，友人との比較場面におかれた際に抱く感情にはど

のようなものがあるのか，社会的比較感情の個人差を

測定することのできる尺度を作成することとする。

質問項目の収集と作成の手続き

１。自由記述による項目収集

社会的比較をした際に抱く感情（社会的比較感情）

にはどのようなものがあるのかを，収集し整理するこ

とを目的として，自由記述による予備調査を行った。

＜方法＞

調査時期　2011 年４月初旬に実施した。

調査協力者　 Ａ県内の私営塾に通う中学生16 名（男

子７名，女子９名），高校生８名（男子３名，女子５

名）の計24名（男子:10 名，女子:14 名）であった。

調査内容　社会的比較（上方比較と下方比較）の仮想

場面を提示して実施した。社会的比較の仮想場面は外

山（2009）と中山(1994) を参考にして作成した。教

示文は「あなたにはＡ君（ちゃん）というとても仲の

良い友達がいます。ある日，学校でテストがあり，次

の日にテストが返ってきました。さっそく２人はいつ

ものようにテストの見せ合いをしました。すると，Ａ

君（ちゃん）はあなたよりも15点高い［低い］点数を

取っていました。」である。そして，上方比較，下方

比較それぞれ「あなたはその時，どのようなきもちに

なりましたか（どのように感じましたか）？」という

質問に対して，自由記述を求めた。

＜結果と考察＞

自由記述で得られた回答を分類したところ，社会的

比較感情には，先行研究（外山1999 ； 外山, 2009 な

ど）では挙げられていなかった感情があることが示唆

された(Table 1 ）。下方比較で相手のことを気遣う

など相手に配慮する感情や，出た結果が自分の能力で

はなく，別の要因にあると考えるなど原因帰属に基づ

く自己卑下や自己防衛である。本調査では，これらの

感情をも含めた社会的比較感情を新たに追加し，検討

することとした。

なお, 予備調査では, 教示文に比較対象のＡ君（ちゃ

ん）が日頃自分とどの程度学業成績に差があるのかは

示していなかった。しかしながら，普段自分よりも成

績が上であるのか，同じくらいであるのか，下である

のか，というように 個人がどのように考えたかに

よって感情が異なることが調査対象者により指摘され

た。そのため本調査では，教示文に「あなたとＡ君

（ちゃん）はいつもだいたい同じくらいの成績です」

という文を加えることにした。また予備調査では，相

手と自分の点数の差を15点としたが，中学生にとって

はその差は大き過ぎることが調査対象者により指摘さ

れたため，本調査では10点の差にすることにした。

Table l　 予備調査回答例

上方比較 くやしい 次は絶対勝ちたい 負けたくない

あの時はおなかが痛かった

すごい 相手を目標にする

苦しい気持ちになる 絶望する 劣等感を感じる

下方比較 気まずい 素直に喜べない 複雑 すまない気持ち

相手のコンディションの悪さを察する

相手ではなくもっと上の人のことが気になる

もっといい点を取りたい また勝ちたい

優越感を感じる うれしい 勝った
何も思わない

２。社会的比較感情のカテゴリ ー生成 と項目の分類

予備調査で得 られた回答 に，こ れまで社会的比較 感

情 を扱っ た研究で用い られた項 目を加 えて，社会的比

較感情 に関する項 目プ ールを作成 した。社会的比較感

情 として選定 された項 目は，宮原 ・吉良(2002) で 用

い られたラ イバ ルイメ ージ の項 目，外山 （2000b ） の

社会 的比較の結果 の項 目，外 山 （2006C ） の 社会的比

較感情項 目であっ た。こ れらの項 目プ ールを筆者 ２名

で協議し ながらKJ 法 を用いて分類，整理した。

その結果，上方比較場面での社会的比較感情は，“意

欲感情（自己向上)“意欲感情（自己目標)“憧憬

感情”，“卑下感情”，“他者失敗”，“原因帰属” の６つ

の感情 カテ ゴリーに 分類 し得 るこ とが 示 され た。 ま

た， 下方比較場面 での社会 的比較感情 は，“意欲感情

（自己向上)“意欲感情（自己目標)“優越・安心

感情”，“他者配慮”，“他者失敗”，“原因帰属”の６つ

の感情カテゴリーに分類し得ることが示された。
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次に，各カテゴリーに分類された項目について表現

の違いを修正統合し，各感情カテゴリーの項目数が同

じ程度になるように統一した。最終的に，上方比較場

面での社会的比較感情は，「Ａに負けてしまってくや

しいと思う」など４項目からなる “意欲感情（自己向

上）”，「自分は自分，他人は他人だと思う」など３項

目からなる“意欲感情（自己目標）”，「Ａはすごいと

思う」など３項目からなる“憧憬感情”，「劣等感を感

じて落ち込む」など３項目からなる“卑下感情”，「Ａ

には次は失敗してほしいと思う」など３項目からなる

“他者失敗”，「たまたま調子が悪かっただけだと思

う」など３項目からなる“原因帰属”の計19項目を作

成した。

下方比較場面での社会的比較感情は，「次のテスト

でも，Ａに勝てるように，がんばろうと思う」など

３項目からなる“意欲感情（自己向上)，「自分は自

分，他人は他人だと思う」など３項目からなる “意

欲感情（自己目標)，「自分の方が勝ったと思って，

優越感を感じる」など３項目からなる“優越・安心感

情”，「Ａに申し訳なく思う」など３項目からなる“他

者配慮”，「Ａに次も失敗してほしいと思う」など３項

目からなる“他者失敗”，「たまたま調子が良かったの

だと思う」など３項目からなる“原因帰属”の計18項

目を作成した。

本調査

社会的比較感情の個人差を測定する尺度を作成する

ことを目的とした。具体的には，前述で作成された質

問項目を中学校入学直後の１年生 を対象として実施

し，因子分析を用いて検討する。

＜方法＞

調査時期　2011 年５月中旬に実施した。

調査者協力者　Ａ県内の３つの公立中学校（全27クラ

ス）の１年生890名に対し質問紙調査を行った。欠損

値のあったものを除いた624名（男子322名，女子302

名）を分析対象とした。

質問紙の構成

１．社会的比較場面の提示

社会的比較の仮想場面（上方比較の場面，下方比較

の場面）は，外山（2009）の仮想場面，中山(1994)

の仮想的状況を参考にして，イラストを用いた場面想

定法を使用した。登場人物のイラスト（表情は描かれ

ていない）と教示文が示されている。教示文は「あな

たにはＡ君（ちゃん）というとても仲の良い友達がい

ます。あなたとＡ君（ちゃん）はいつもだいたい同じ

ー

くらいの成績です。ある日，学校でテストがあり，次

の日にテストが返ってきました。さっそく２人はいつ

ものようにテストの見せ合いをしました。すると，Ａ

君（ちゃん）はあなたよりも10点高い［低い］点数を

取っていました。」である。

２。社会的比較感情の測定

前述で作成された質問項目（上方比較の場面:19 項

目，下方比較の場面:18 項目）を用いた。回答方法

は，「全く感じない（１）」「あまり感じない（２）」

「少し感じる（３）」「とても感じる（４）」の４件法

である。教示文は「あなたはどのように感じました

か？」である。

＜結果＞

１．上方比較場面での社会的感情項目の因子分析

社会的比較感情（上方比較）に関する19項目につい

て，主因子法による因子分析を行い，固有値の減衰状

況と因子の解釈可能性から６因子を抽出した。プロ

マックス回転後の因子負荷量をTable 2 に示す。

第１因子には，「次のテストでは，Ａに負けたくな

いと思う」など４項目が高い負荷量を示しており，

KJ 法で分類されだ 意欲感情（自己向上）”に含まれ

る項目群から構成されていた。自分自身の目標ではな

く，相手との比較を意識した意欲的な感情であるこ

とから，『他者比較に基づく意欲感情』と命名した。

第Ⅱ因子には，「たまたま調子が悪かっただけだと思

う」など３項目が高い負荷量を示しており，KJ 法で分

類されだ 原因帰属”に含まれる項目群から構成され

ていた。出た結果を自分の能力ではなく運や相手の出

来に，自己防衛的に帰属させる感情であることから。

『自己防衛的原因帰属』と命名した。第Ⅲ因子には。

「Ａには次のテストでは，自分よりも下であってほし

いと思う」など３項目が高い負荷量を示しており，

KJ 法で分類された 他者失敗”に含まれる項目群から

構成されていた。相手の失敗を望む感情であることか

ら，『他者失敗願望』と命名した。第Ⅳ因子には，「Ａ

を尊敬している」など３項目が高い負荷量を示してお

り，KJ 法で分類されだ 憧憬感情”に含まれる項目

群から構成されていた。相手を尊敬し，相手のように

なりたいと憧れる感情であることから，『憧憬感情』

と命名した。第Ｖ因子には，「自分なんかだめだと思

う」など３項目が高い負荷量を示しており，KJ 法で

分類されだ 卑下感情”に含まれる項目群から構成さ

れていた。劣等感を感じ，自分はだめだと思う感情で

あることから，『劣等感情』と命名した。第VI因子に

は，「人と比較せず，自分の立てた目標を達成したい

と思う」など２項目が高い負荷量を示しており，KJ 法

で分類された 意欲感情（自己目標）”に含まれる項

目群から構成されていた。相手との比較ではなく，自
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分自身の目標を重視した意欲的な感情であることか

ら，「自己目標に基づく意欲感情」と命名した．

因子分析結果に基づき，各因子に.35 以上の負荷量

を示す項目で下位尺度を構成した．その際.35 以下の

低い負荷量を示す「自分は自分，他人は他人だと思

う」という項目を除外した．各下位尺度のａ係数は，

他者比較に基づく意欲感情で.84, 自己防衛的原因帰

属で.77, 他者失敗願望で.82, 憧憬感情で.75, 劣等感

情で.62, 自己目標に基づく意欲感情で.69であった．

２。下方比較場面での社会的比較感情項目の因子分析

社会的比較感情（下方比較）に関する18項目につい

て，主因子法による因子分析を行い，固有値の減衰状

況と因子の解釈可能性から６因子を抽出した。プロ

マックス回転後の因子負荷量をTable 3 に示す。

第１因子には，「Ａに次も失敗してほしいと思う」

など３項目が高い負荷量を示しており，KJ 法で分類

されだ 他者失敗”に含まれる項目群から構成されて

いた。相手の失敗を望む感情であることから，『他者

失敗願望』と命名した。第Ⅱ因子には，「次のテスト

でも，Ａに勝てるようにがんばろうと思う」など３

項目が高い負荷量を示しており，KJ 法で分類された

“意欲感情（自己向上）”に含まれる項目群から構成

されていた。自分自身の目標ではなく，相手との比較

を意識した意欲的な感情であることから，『他者比較

に基づく意欲感情』と命名した。第Ⅲ因子には，「Ａ

に対して，気まずいと思う」など３項目が高い負荷量

を示しており，KJ 法で分類されだ 他者配慮”に含

まれる項目群から構成されていた。相手のことを思い

素直に喜べないなど，相手に配慮する感情であること

から，『他者配慮』と命名した。第IV因子には，「たま

たま調子が良かっただけだと思う」など３項目が高

い負荷量を示しており，KJ 法で分類された 原因帰

属”に含まれる項目群から構成されていた。出た結果

を自分の能力ではなく運や相手の出来に，自己卑下的

に帰属させる感情であることから，『自己卑下的原因

帰属』と命名した。第Ｖ因子には，「重要なのは，勝

ち負けではなく，自分のがんばりだと思う」など２

項目が高い負荷量を示しており，KJ 法で分類された

“意欲感情（自己目標）”に含まれる項目群から構成

されていた。相手との比較ではなく，自分自身の目標

を重視した意欲的な感情であることから，「自己目標

に基づく意欲感情」と命名した。第VI因子には，「自

分はよくできると思って安心する」など２項目が高い

負荷量を示しており，KJ 法で分類されだ 優越・安

心感情”に含まれる項目群から構成されていた。相手

に勝っていることで，優越感や安心感を得ている感情

であることから，『優越・安心感情』と命名した。

因子分析結果に基づき，各因子に｡35 以上の負荷量

を示す項目で下位尺度を構成した。その際｡35 以下の

ー

低い負荷量を示す「自分は自分，他人は他人だと思

う」という項目を除外した．また「Ａが自分より悪く

てほっとする」という項目は『他者失敗願望』に分類

されたが，上方比較の『他者失敗願望』の項目と対応

を付けるため除外した．

各下位尺度のａ係数は，他者失敗願望で.82, 他者比

較に基づく意欲感情で.85, 他者配慮で.67, 自己卑下

的原因帰属で.63, 自己目標に基づく意欲感情で.69,

優越・安心感情で.55 であった．『優越・安心感情』の

α係数はやや低いが，人に勝って安心したり，優越感

を感じたりすることはあると考えられるため，本研究

ではそのまま採用することにした．
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Table  2　社会的比較感情（上方比較）の因子分析結果

他者比較に基づく意欲感情(α係数.84)

15 次のテストでは、Ａに負けたくないと思う

２次のテストではＡよりもよい点数を取りたいと思う

５次のテストではＡに勝てるようにがんばろうと思う

7A に負けてしまってくやしいと思う

自己防 衛的 原因帰属(α係数.77)

4 たまたま調子が悪かっただけだと思う

17 運が悪かったのだと思う

９たまたまＡが良い点数を取ったのだと思う

他者 失敗願望(α係数.82)

16 Aには次のテストでは、自分よりも下であってほしいと思う

IA にはこれ以上がんぱってほしくないと思う

18A に次は失敗してほしいと思う

憧憬感 情(α係数.75)

10A を尊敬している

3A のようになりたいとあこがれる

13 A はすごいと思う

劣等 感情(α係数.62)

19 自分なんかだめだと思う

8A にはどうせかなわないと思う

14 劣等感を感じて落ち込む

自己目標に基づく意欲感情(α係数.69)

11 人と比較せず、自分の立てた目標を達成したいと思う

12 重要なのは、勝ち負けではなく、自分のがんばりだと思う

６ 白分は白分､ 他人は他人だと思う

因子間相関
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Table ３　社会的比較感情（下方比較）の因子分析結果

他 者失 敗願 望(α係数.82)

IA に次も失敗してほしいと思う

15 A にがんばってほしくないと思う

10A には次のテストでも、自分よりも下であってほしいと思う

他 者比 較に基づく意 欲感情(α係数.85)

4 次のテストでも、Ａに勝てるようにがんばろうと思う

３ 次のテストでも、Ａには負けたくないと思う

11 次のテストでも、Ａよりも良い点数を取りたいと思う

他者 配慮(α係数.67)

16 A に対して、気まずいと思う

18A に申し訳なく思う

6A に悪いと思って、Ａの前では素直に喜べない

自己 卑下的 原 因帰 属(α係数.63)

9 たまたま調子が良かっただけだと思う

２ 運が良かったのだと思う

17 たまたまＡが悪い点数を取ったのだと思う

自己 目標に 基づく意 欲感 情(α係数.69)

8 重要なのは、勝ち負けではなく、自分のがんばりだと思う

12 人と比較せず、自分で立てた目標を達成したいと思う

優越 一安 心感 情(α係数.55)

5 自分は良くできると思って安心する

14 自分のほうが勝ったと思って、優越感を感じる

13 A が自分よりも悪くてほっとする

７自分は自分、他人は他人だと思う

因子間相関
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＜考察＞

中学校入学直後の１年生を対象とし，友人との比較

場面におかれた際に抱く感情にはどのようなものがあ

るのか，社会的比較感情の個人差を測定することので

きる尺度を作成することを目的とした。

本研究では，先行研究においては扱われていなかっ

た下方比較における感情も含め，社会的比較における

感情を包括的に検討した。その結果，出た結果を自分

の能力ではなく運や相手の出来に帰属させるといっ

た，自己防衛的原因帰属や自己卑下的原因帰属や，下

方比較で相手のことを気遣うなど相手に配慮する感情

など，社会的比較における感情には新たな感情がある

ことが示唆された。

また，上方比較，下方比較どちらにおいても，ポジ

ティブな感情とネガティブな感情の両方の感情がある

ことが明らかとなった。ポジティブな感情としては，

他者比較に基づく意欲感情や自己目標に基づく意欲感

情など，ネガティブな感情としては劣等感情や他者失

敗願望などが挙げられる。ポジティブな感情を抱くの

か，ネガティブな感情を抱くのかによって，その後の

学習行動は左右され，学習意欲や学業成績に及ぼす影

響も異なってくると考えられる。このことから，中学

１年生の他者との比較が学習意欲や学業成績に及ぼす

影響を検討するには，比較の方向性（上方比較か下方

比較か）だけでなく，比較の際にどのような感情を抱

きやすいのかという感情の個人差についても検討する

必要性があることが示唆されたといえよう。今後は，

社会的比較が学習意欲や学業成績に及ぼす影響につい

て，本研究で作成した社会的比較感情の尺度を用い

て，感情の個人差をも含めた検討を行うこととする。

それぞれの感情を抱きやすい生徒はその後どのような

学習行動を行うのか，学習意欲や学業成績がどのよう

に変化するのか，長期的な調査を行い検討したい。
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